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オフィスビルだからこそ提供できる機能・環境は
「ビル共用のカフェテリア・ラウンジ」  75％

三菱地所株式会社
「第三回就業者アンケート調査」結果
・調査対象　　 東京都に勤務する１都３県（東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県）

在住のオフィスワーカー
・調査方法　　インターネット調査　　・有効回答数　5,150サンプル
・調査時期　　2021年6月15日～6月17日

　三菱地所は、東京都に勤務する
１都３県在住の就業者を対象に定
期的にアンケートを実施してい
る。今回は2021年６月に実施し
た第三回調査の結果からコロナ禍
における就業環境に対する意識に
ついてスポットを当ててみたい。

　三菱地所では、過去の調査結果
も踏まえ、「企業のテレワーク導
入は、コロナ終息後も定着する」
と予想している。
　本調査の報告書によれば、コロ
ナ禍終息後の現実的な勤務体系の
予想比率は、「オフィスのみ：30
％、オフィス・テレワーク併用：
65％、テレワークのみ：5％」と
なっている。

　テレワークが定着するなか、本
調査では、「創造性向上・Well-
being実現等の観点でテレワーク
では実現できない、オフィスビル
だからこそ提供できる機能・環
境」について聞いている。
　比率上位をみると、「ビル共用
のカフェテリア（健康をサポート
する食事の提供）・ラウンジ」を
始めとして、飲食関連サービスの
提供やイベント等が楽しめる屋外

空間への期待が高くなっている。
　飲食関連サービスや屋外空間の
提供が、創造性の向上やWell-
beingの実現につながるかどうか
はさておき、働き方の多様化が進

むなかで、これからのオフィスビ
ルのあり方を考えるヒントにはな
りそうだ。
（インテリジェンスバリューコーポ
レーション株式会社　岩村克俊）
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コロナ禍によりテレワークが定着する中、創造性向上・Wellbeing実現等
の観点でテレワークでは実現できない、オフィスビルだからこそ提供できる
機能・環境として期待するものは何ですか

ビル共用のカフェテリア（健康をサポート
する食事の提供）・ラウンジ

水や緑、生き物との出会いや多様な
イベントが楽しめる屋外空間

希望するビル内各所への
カフェデリバリーサービス

ビル内の他企業就業者との
サークル活動、オフ会

WEB配信スタジオ機能

体感型ワークショップ・プログラム

瞑想・ヨガ・ヘルスケアサービス

手軽にランチを楽しめるキッチンカー

あるとよい 必要ないどちらかというとあるとよい
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